
学校評価アンケート（平成 26年 7月実施）の分布図    ７月に行いました学校評価アンケートに

ご協力いただきましてありがとうございま

した。生徒２３８名，保護者２１１名，教職

員２８名のアンケートの集計結果を掲載し

ています。

重要度 実現度 点数

重要である よく出来ている ７

やや重要である 大体出来ている ５

あまり重要ではない あまり出来ていない ３

重要でない 出来ていない １

わからない わからない ０

 ３つの分布図は，上の表のように点数化し

平均値を出したもので，「重要度」を横軸，

「実現度」を縦軸にしたものです。

赤い線は，全部

の項目の平均を

表しています。

 右上にある項

目ほど重要であ

り，実現もできていると考えられます。

高野中学校として重点的に取り組んでいる

１５項目について 

◎共通して，重要で出来ている 

・支え合い，高め合える集団づくり

・規律ある生活習慣とルールを守る態度

○共通して，出来ている 

・学校だより，学年だより，学級通信，HP
での情報発信

・キャリア教育

▲共通して，重要だが出来ていない《課題》 

・家庭学習

△共通して，出来ていない 

・学習・情報センターとしての図書室活用

・学校運営協議会を活用し，学校と地域が一

体となった学校づくり

・学校評価システムを活用し，学校改善に取

り組む

平 均 重要度 実現度

生 徒 ５．９ ４．６

保護者 ６．２ ３．８

教職員 ６．３ ３．４
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評価日 ９月９日，１１日，１６日 評価日 ９月１１日，１８日，２５日

評価者・組織
企画・運営委員会
校内研修会

評価者・組織
PTA運営委員会
学校評価部会
学校運営協議会

分野 評価項目 自校の取組 アンケート結果 各種指標結果
分析

（成果と課題）
自己評価に
対する改善策

分析や意見 改善策・支援策

規律ある生活習
慣とルールを守る
態度の育成

担任二人制などきめ細
やかな指導体制
生徒会による「服装見直
し」キャンペーン

生徒・保護者の重要度・
実現度とも高いが，教職
員では実現度は低い

昨年度より遅刻人数減少
服装見直しキャンペーン
で意識向上

あいさつの徹底 生徒会による「やまびこ
あいさつ」キャンペーン
校門や授業でのあいさ
つ

生徒・保護者の重要度・
実現度とも高いが，教職
員では実現度は低い

毎朝の校門，あいさつ増
加
校内でのあいさつ増加

学習基本となる姿
勢や習慣づくり

共通した授業規律の設
定
校内パトや個別支援

生徒・保護者・教職員と
も重要度高く，実現度は
平均程度である

各授業での生徒の取り
組み姿勢改善（授業評
価アンケート）

家庭学習の充実 教科による課題設定の
工夫
点検活動と支援

重要度は教職員，保護
者，生徒の順に低くなる
が，実現度は低い

全国学習状況調査で家
庭学習してる割合も多い
が，してない割合も多い

基礎の定着を図
る補充学習

国数英のベーシック学習
と学習会　休業中の学習
会や土曜自習教室

実現度は教職員は高い
が，保護者は平均程度
で，生徒は重要度も低い

ベーシック学習と学習会
の一定成果はある

学習確認プログラ
ムの活用

予習・復習シートの計画
的な活用

教職員は重要度も実現
度も高いが，保護者，生
徒はどちらも高くない

教科担当や担任が指導
や点検を行っているが生
徒の自覚低い … ＋

グループ学習（学
び合い）の活用と
言語活動の充実

校内で共通しグループ
学習の活用と工夫改善
校内授業研究

生徒の実現度が高い
が，保護者，教職員の実
現度は低い

１年生コの字型で授業
全学年共通でグループ
学習を実践

キャリア教育の充
実

ファイナンスパーク学習
やチャレンジ体験学習と
その事前事後の学習

生徒の重要度と実現度
が高い

１年ファイナンスパーク学
習実施
２年チャレンジ体験5日

学習・情報セン
ターとしての図書
室活用

本の整理と配架の工夫
朝読書の継続実施

三者とも重要度，実現度
が低い

ビフォア・アフター完了
水曜放課後開館８月開
始　図書室で選書会

支え合い，高め合
える集団づくり

学級活動，生徒会活動
の活性化
グループ学習の活用

三者とも重要度，実現度
が高い

学級活動，生徒会活動
が安定して活発になって
いる

人権を尊重する
実践的態度の育
成

いじめなど身近な課題，
社会にある課題について
解決する力の育成

三者とも重要度は高い
が，実現度は高くない

人権学習の計画的，継
続的に実施している … ＋

道徳の充実と実
践的態度の育成

道徳の時間の確保と資
料や内容に関する継続
的な分析　持ち回り道徳
の実施

三者とも重要度，実現度
とも平均程度である

道徳の時間を計画的，
継続的に実施している
学級通信での発信

学校，学年，学級
だよりやHPでの
情報発信

学級，学年，学校それぞ
れの積極的な情報発信

三者とも実現度は高く，
よく出来ている

アンケートの保護者記述
欄で学級通信に対する
好意的記述多い

学校運営協議会
の活用

PTA，地域生徒指導連
絡協議会，小学校との情
報共有

生徒，保護者は重要度，
実現度とも低く，教職員
は実現度が最低である

図書室ビフォア・アフター
に協力
学校との情報共有 … ＋

学校評価システ
ムの活用

学校評価支援システムの
活用
学校評価部会での分析

保護者，教職員にとって
重要度，実現度低い

アンケートの実施と分析
をし，改善策の検討して
いる
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・誇りを持てる学校づくり　　　・確かな学力
・互いを大切にする仲間づくり　・開かれた学校づくり

1

誇
り
を
持
て
る

学
校
づ
く
り

…

規範意識は学校全体とし
ては高くなっていると思わ
れる。ただそれだけにルー
ルを守れていない生徒が
目立っているのも事実。教
師からの継続した指導はも
ちろん，生徒間で注意しあ
えるような環境を設定する
ことも必要である。

生徒会による「服装見直
し」や「やまびこあいさつ」
キャンペーンなど，生徒主
体の活動が，生徒の意識
を変えるきっかけになり，
規範意識を高める雰囲気
作りにもつながる。そのた
め，生徒が色々な場面で
発信していける取り組みを
増やす必要がある。

＋

校区内での生徒の気に
かかる行動は，生徒数
が減っているのもある
が減少している。地域
からの苦情もあまりな
い。

学校運営協議会として
「あいさつキャンペー
ン」に協力するのも一
つの方法だろう。

2

確
か
な
学
力

学習の基本となる規範作り
や約束事の徹底について
は成果が上がっていると思
われる。しかしながら基礎
の定着を図る補充学習の
項目では，生徒自身が成
果を実感できていないとい
う結果が出ている。ベー
シックと学習会の効果はあ
るものの，事前にしっかり
取り組み，きちんと合格す
ることで成果を実感させる
仕掛けが必要だと思われ
る。また近年の傾向として，
グループ学習やキャリア教
育への要望，意識は高く，
学校が果たすべき役割を
示唆するものとなってい
る。また図書館が学習・情
報センターとしての活用に
ついてはまだまだ課題が
感じられる。

学習規範についてのこれ
までの取り組みを継続し，
きちんと授業規律が守られ
た状態を維持していく。ま
たベーシックについては事
前の取り組みをより充実さ
せ,達成感を実感できるよう
シフトしていくことが重要で
ある。そのために，保護
者，生徒の家庭学習への
意識向上や，学習確認プ
ログラムへの事前の取り組
みを常に意識させるなど，
やるべきことは多い。また，
キャリア教育についての生
徒の意識・要望の高さを考
え，教員も研修を積み，よ
り高次のキャリア教育を提
供できるようにしなければ
ならない。更に図書室活用
については，授業を含めて
活用の機会を増やす。

自己評価

4

開
か
れ
た

学
校
づ
く
り

3

互
い
を
大
切
に
す
る

仲
間
づ
く
り

班活動や学級活動など普
段からの継続した取り組み
によって互いを大切にする
意識が高まっている。
道徳については，継続的
に取り組んできた結果，一
定の理解，成果の実感が
あらわれている。

各担任が学級や授業，行
事を通じての生徒の様子
を発信できている。学年，
学校だより，HPについても
適宜情報発信できている。
学校運営協議会は，生徒
や保護者には見えにくい
が，学校に対しては支援を
いただいている。

学校からの情報発信は積
極的に継続する。
学校運営協議会について
教職員がしっかりと理解す
る機会を持つ。
学校評価の結果を踏まえ
た分析と改善のための重
点項目を明示し，周知を図
る。

１年生でどの時間もコ
の字に机を並べている
のは，互いに顔が見
え，反応が見れる。社
会生活の中では，互い
に見て，見られる関係
の中で折り合いをつけ
ていく必要がある。
学力については，すぐ
には効果が見えないか
もしれないが，期待し
ている。

図書室の活用促進のた
めに，次回のＰＴＡ運
営委員会は図書室でや
りましょう。

学校として取り組んで
いることや様子がよく
わかる。
学校評価アンケートを
取ったり，まとめたり
するのは大変だろう。
先生たちも，昔習って
ないこともする必要が
あるのですね。
学校の教師は転勤があ
るが，地域住民はずっ
といる。また，ＰＴＡ
の世代と地域のベテラ
ンの世代が違った立場
で学校にかかわること
は良いことである。

学校の先生方と情報を
共有していく。必要な
場面があれば，地域と
してできることを自然
体でする。

色々な場面で、生徒同士
で話し合える場(グループ
学習)を多く設定していくこ
とが重要である。
現状で満足することなく，
道徳資料の刷新、自作教
材の持ち回りなど、教員の
資質の向上にも取り組んで
いきたい。


